
2023年 9月 17日（38週目)主日礼拝          「神さまの絶対のやぐらを建てましょう」(使徒 20:23-28) 
世界の問題がなぜ終わらないのか。問題の答えは、真の神様であるキリストが答えである。このキリストは個人においても国家においても生かされるようになる。 

様々な問題を起こす悪魔が原因である。悪魔を打ち砕いたキリストをかたく信じるように。 

〇創世記 3：１５ サタンを打ち砕いたキリストが私の主人となることが出来るように。 

1.伝道者パウロ 2.重職者の使命と祝福 3.方法 

△昔から、真の神様が分からないと偶像崇拝をする。偶像崇拝をするほ

どに災いが起こる。しかし、偶像を捨てると病も癒される。災いの中に

いる人たちに福音を伝える事が、私達の務めである。 

1)使徒 20:24(けれども、私が自分の走るべき行程を走り尽くし、主イエ 

スから受けた、神の恵みの福音をあかしする任務を果たし終えること 

ができるなら、私のいのちは少しも惜しいとは思いません。) 

・パウロは、エルサレムに戻ると逮捕されてしまう事が分かっていた 

・パウロは福音を伝える任務を果たす為に、少しも命を惜しまない。 

・パウロは、人々を苦しみから解放する為には悪魔から解放する福音 

 が必要である事を分かっていた。 

 ・福音を伝える人たちがいる地域は、災いが終わり祝福をされる。 

2)使徒 20:25(皆さん。御国を宣べ伝えてあなたがたの中を巡回した私の 

顔を、あなたがたはもう二度と見ることがないことを、いま私は知っ 

ています。) 

・サタンの国の反対は、神様の御国である。 

・キリストが来られてサタンの頭を打ち破られた(創世記 3:15)。 

・三位一体の神様が共におられる(マタイ 16：16)。 

・キリストが、全ての問題を完了した(ヨハネ 19：30)。 

・私達は、御国の福音を宣べ伝えるように(使徒 1：3)。 

3)使徒 20:26(ですから、私はきょうここで、あなたがたに宣言します。 

私は、すべての人たちが受けるさばきについて責任がありません。) 

・御国の福音を全ての人に宣べ伝えたので、パウロには責任はない。 

・私達は滅びる人に向け福音を伝えないといけない(エゼ 33:1－7)。 

・牧会者は、キリストの為に命を懸ける―パウロをモデルとする。 

△重職者の使命とはどのようなものか。 

①牧会者が弟子を立てて、教会の基盤を作る。 

②教会の基盤が出来たら、重職者に任せる。 

③重職者は、任された地域・教会で人々を生かす。 

④牧会者は、他の地域に行って更に開拓をしていく 

⑤このようにしてこそ伝道運動が拡散していく。 

⇒このような方法が、聖書的な伝道運動である。 

1)自分自身と群れ―使徒 20:28(あなたがたは自分自身 

と群れの全体とに気を配りなさい。聖霊は、神がご 

自身の血をもって買い取られた神の教会を牧させる 

ために、あなたがたを群れの監督にお立てになった 

のです。) 

・重職者に自分の役割を果たすべきである。 

・牧会者,重傷者が自分の役割を果たす時に強くなる 

・パウロは、ツラノで弟子を訓練して強くした。 

・強い弟子となる為に、神学校でメッセージを聞く 

2)聖霊－務め 

・聖霊様が与えられた任務がある。 

・地域を支える重職者となると祝福をされる。 

・自分の地域で 70 人弟子運動をするように。 

 ・私達が礼拝を導くメッセンジャーとなるように。 

3)神の血、神の教会－使徒 20：28 

 ・教会は、神の血で買い取られた神の教会である。 

4)使徒 20:29(私が出発したあと、狂暴な狼があなたが 

たの中に入り込んで来て、群れを荒らし回ること 

を、私は知っています。) 

・狼である悪魔が、聖徒達を惑わそうとしている。 

・揺れる聖徒たちを励ますように。 

 ・聖徒たちは、地域を巡回して生かすように。 

 ・私は、伝道に命をかけるように。 

 ・福音の価値が分かり伝道・宣教にオールインする 

 

 

 

△使命を果たすことが出来る方法がある。 

1)方法－使徒 20:32(いま私は、あなたがたを 

神とその恵みのみことばとにゆだねます。 

みことばは、あなたがたを育成し、すべて 

の聖なるものとされた人々の中にあって御 

国を継がせることができるのです。) 

・主が、弟子を立てられていく。 

・私達は、主の働きを味わうように。 

2)使徒 1:1(キリスト),1：3(神の国),1:8(聖霊) 

 〇３・９・３の祈りを味わう。 

 〇24時、25 時、00(永遠) 

 ・ただキリスト,神の国,聖霊充満を味わう 

 ・３・９・３の祈りを味わうように。 

 ・24時、25 時、00(永遠)の恵みを味わう。 

・空いた時間にこそ御言葉を聞くように。 

・福音の御言葉と祈りで生かされる。 

・福音を味わう時に神の恵みに満たされた 

・神様の恵みを味わう時に答えを受ける。 

3)レムナント 

・次世代が強くなって日本と世界を生かす 

・日本キリスト教国家を成し遂げる。 

・237か国,5000 種族が生かされる。 

 

△結論 

・聖徒が絶対のやぐらとなるように。 

 ・キリストが共にいることを味わうように 

・福音宣教教会が絶対のやぐらである。 



現場地教会（2023 年 9 月 17 日～2023 年 9 月 22 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】         「神さまの絶対のやぐらを建てましょう」(使徒 20:23-28) 

  

【讃美】                  400 十字架の旗、主の真理 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、癒しの庭 

2、日本伝道集会 10 月 3 日～4 日 

3、カムランマイケル上院議員来日予定(今週の土曜日から) 

4、ソウ・ヘヨン宣教師来日中 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


